


問答しよう！こもガク。



こもガクの背景

菰野町の未来を続けるために
もっと菰野を学ぶ場

↓
こもガク



こもガクの背景

１.  新しい⼈が増えて、

本当の菰野町を知らない⼈が増えている

２.  古くから住んでいる⼈達と、

新しく⼊ってきた⼈たちとの関係が薄い

３.  菰野町の深さをもっとみんなに知ってほしい



こもガクの背景

菰野町をもっと知ることで、菰野の価値を認識して
関わる⼀⼈⼀⼈から

その価値を発信していけるようにしたい。

主体的に町のことを考える⼈を
増やしたい！



こもガクの背景

「⼀時情報」の発信
町の⼈が町のことをきちんと理解し、 体験を通じて知り得た情報

（⼀次情報）を外に発信することで、本当の菰野町を内外に伝えていきたい。



2022年の様⼦



2022年の様⼦ こもガク塾



2022年の様⼦ オープンファクトリー



2022年の様⼦ こもガク⾷堂&ファーマーズマーケット



2022年の様⼦ その他



こもガクから⽇常につながった事例

「こもガク祭」で終わらない。



事例

→メディア露出の増加
→東海圏の集客の増加

■通常業務の売上げ増
/指勘建具⼯芸

→オープンファクトリーの
オンライン/リアル両開催

→学校に案内→学⽣参加
→⾯接→採⽤

■新卒者採⽤
/有限会社⼭⼝陶器



事例

→こもガク塾で⼿応えを感じた
→トイメタルの商品企画
→新たな各層へアプローチ

■オリジナル商品開発
/株式会社前⽥テクニカ

→こもガクで⼿応えを感じた
→⾃社でも「ふれあいマルシェ」
を主催

■⾃社イベントを主催
/Jr.⼯房



こもガクからはじまったこと

塾で来場客に伝わる

来場客が知⼈に話す

知⼈が事業者に
問い合わせる



つながる仕組みが
できはじめている

2022年は強化できた！



こもガク2023

「⼀時情報」の発信にこだわる。
町の⼈が町のことをきちんと理解し、 体験を通じて知り得た情報

（⼀次情報）を外に発信することで、本当の菰野町を内外に伝えていきたい。

2022年は
みんなで発信する⼒が強くなった



さらに「発信の質」にこだわろう
2023年は

こもガク2023



たとえば

普段は50代くらいの
⼥性客がくるお店

こもガク祭は⼦ども向けの
ワークショップをしている

こもガク2023



⾃分のお店の情報は、届けたい⼈に届いているかな？

こもガク2023



申込書に「ターゲット層」の欄が追加されました。

こもガク2023

「お店の情報を届けたいヒト」をきちんと意識する

例・⼀般消費者：30代〜40代の⼦育て⼥性
例・⼀般消費者：⼦供の習い事が商材なので、その保護者がターゲット
例・法⼈：インフラに強いゼネコン
例・法⼈：業務⽤に農作物を仕⼊れてくれる飲⾷店

いろんな⼈が買ってくれるものであっても
⼀番ねらいたいお客さん層を考える。



問答しよう！こもガク。



こもガク塾、こもガク⾒学、こもガク⾷堂
相談窓⼝つくりました！

2022年からパワーアップ

申込書の最初に「相談したい」かどうかの項⽬があります。

こもガク塾、こもガク⾒学、こもガク⾷堂の
効果的なつくりかたワークショップの開催！

今年の勉強会は、⾃分のお店のよさをもっとよく伝える
コンテンツのつくりかたワークショップを開催します。

こもガク2023



問答して、もっと「伝わる」こもガクへ。
もっと⽇常につなげよう。



1 .メイン会場は「こもガク塾」が集結。
→会場で体験、PRをする事で⽇常へつなげる。

２.物販は体験、ワークショップを伴う場合のみOK
→物販のみの出店はNG（ファーマーズマーケットを除く）

2022年と変わらず

3. 参加事業所を「菰野町内」に限定する
→あくまで町内の事業者の訴求に注⼒する

こもガク2023



こもガク2023

① こもガク塾

③ こもガク⾷堂

② こもガク⾒学

こもガク2023コンテンツ

オープンファクトリー / オープンフィールド

ローカルフード / ファーマーズマーケット



斡旋
菰野町体育センター

こもガク
塾

こもガク
食堂 こもガク

見学
紹介ブース

各事業所（⼯場現地）

こもガク
見学

こもガク2023

こもガク
見学

こもガク
見学



1.リアル開催
2.オンライン開催
3.ハイブリット開催

リアル開催のみ

①こもガク塾
②こもガク⾒学

③こもガク⾷堂

参加スタイル

こもガク2023



【開催⽇】
令和5年10⽉28⽇ (⼟)・29⽇(⽇)

10:00〜15:00

こもガク2023



こもガク塾・こもガク⾒学

出店費⽤

１⽇参加 5,000円＋売上の10％
2⽇間参加 8,000円＋売上の10％

電源使⽤料※必要な⽅のみ
1,500円/1⽇ （1⼝1500W以内）

こもガク2023



出店費⽤

こもガク⾷堂［ローカルフード］

※電源は⾃前でお願いします

こもガク2023

１⽇参加 5,000円＋売上の10％

2⽇間参加 8,000円＋売上の10％



出店費⽤

１⽇参加 2,000円＋売上の10％

2⽇間参加 3,000円＋売上の10％

※電源は⾃前でお願いします

こもガク2023

こもガク⾷堂［ファーマーズマーケット］



2コンテンツ参加の場合は２倍かかります。

出店費⽤

キッチンカーで
こもガク⾷堂

ファーマーズマーケットで
野菜売る

⼯場で
オープンファクトリー

体育センターで
ワークショップ（塾）

1⽇出店 ２⽇間出店
5,000円 ＋ 8,000円 ＋ 売上10%（8,000円 ＋ 3,000円）＋売上10%

２⽇間出店

11,000円＋売上10% 13,000円＋売上10%

２⽇間出店

例１ 例2

こもガク2023



こもガク塾

① こもガク塾



町⺠全員が先⽣で町全体が教室！
つくり⼿の想い、技術を伝える。
たくさんの⽅に知って もらうきっかけに。
職⼈、農家、企業、
伝えたいことがある⽅向けの企画。

・講座/プチセミナー
・体験型教室/ワークショップ
・オンライン講座

顧客の獲得や、採⽤活動につなげる。
また、⾒学者の声を拾い、
新規事業や新商品開発のヒントを
得ることが⽬的。

こもガク塾



ハンド&ヘッドマッサージ マリアージュプランツ（寄せ植え）ワークショップ

フォレストアドベンチャー・湯の⼭はこんなところ オリジナル七味唐⾟⼦を作ろう

こもガク塾



こもガク塾

これまで物販のみでご参加いただいた⽅も

体験（伝える仕組み）を取り⼊れることで

ご参加いただけます

素材にこだわったアクセサリー
→お⼿⼊れ⽅法を伝えるWS

ファッション
→着合わせ、⾊合わせミニ講座

例１ 例2



こもガク塾

会場：菰野町体育センター

⽇時：令和5年１０⽉28⽇（⼟）・29⽇（⽇）
１０：００〜１５：００の間必須
※⽇常的に塾を開催する事業者歓迎

対象：菰野町内に実店舗や⽀店がある事業者、
またはその予定がある事業者

内容：各商店などの専⾨性や特徴を⽣かした体験企画

受講費：各塾で⾃由に設定してください



こもガク塾

※問合せ・申し込みは各塾でご対応ください

※集客は原則として各塾で行ってください。
公式Webへの掲載、SNS告知補助、
こもガク祭開催告知のチラシ、タブロイドの配布はいたします。

※ブースのサイズは後日ご連絡します。
（体育館と町民センターをおさえているので、よほど手狭になることはありません）



こもガク⾒学

② こもガク⾒学



②こもガク⾒学
オープンファクトリー

こもガク⾒学



オープンファクトリー

ものづくりの現場を⼀般公開！
製造の裏側を⾒せることで、モノづくりの
醍醐味、作り⼿の想いを伝えるとともに、
同業者とも技を⾒せ合い、ともに成⻑する
きっかけにする。

・⼯場⾒学
・ワークショップ
・オンラインツアー

顧客の獲得や、採⽤活動につなげる。
また、⾒学者の声を拾い、
新規事業や新商品開発のヒントを
得ることが⽬的。



オープンファクトリー

伝統技術である組⼦体験と美術建具の⾒学 草⽊染めを楽しもう&⼯房⾒学

⼯場⾒学と陶芸体験 叩いて作る！真鍮スプーン作り体験



オープンファクトリー

その他検討中のコンテンツ

・オープンファクトリー参加企業の有志で
「こもガク祭モニュメント」の共同創作

・オープンファクトリー各会場への
送迎⾞両の⼿⽴て



②こもガク⾒学
オープンフィールド

オープンフィールド



○オープンファクトリー同様に
現場を⾒学すること⾃体に意義のある内容

オープンフィールド

○ 現場施設あってこそのサービス/事業

事業所での⾒学会・WSの開催
※お悩みの際は申し込み⽤紙の「相談したい」にチェック！



こもガク⾒学

こもガク塾会場でのPRブース
◎映像投映
◎パネル展⽰
◎資料配布
基本的に無⼈ブースを想定していますが
有⼈でも可能です。



こもガク⾒学

会場：各事業所＋菰野町体育センター（PRブース）

⽇時：令和４年10⽉28⽇（⼟）・29⽇（⽇）
１０：００〜１５：００の間必須
※⽇常的に開催する事業者歓迎

対象：菰野町内に⼯場がある事業者

内容：各⼯場の専⾨性や特徴を紹介できる⾒学ツアー
またはZoom等を⽤いたオンラインツアー。

受講費：各⼯場で⾃由に設定してください



こもガク⾒学

※問合せ・申し込みは各事業所でご対応ください

※集客は原則として各事業所で行ってください。
公式Webへの掲載、SNS告知補助、
こもガク祭開催告知のチラシ、タブロイドの配布はいたします。

※本部会場は10:00~15:00ですが、事業所での実施は
時間外でも問題ありません。

※ブースのサイズは後日ご連絡します。



オープンファクトリー

オープンファクトリー
体験談



こもガク⾷堂

③ こもガク⾷堂



③こもガク⾷堂
ローカルフード

ローカルフード



ローカルフード

菰野の味を伝える⾷堂
菰野町にある飲⾷店が集結。
知らなかったお店の再発⾒もできる
⾷体験のコーナー。

こもガク祭で売ることが⽬的ではなく、
美味しさを伝えて
実店舗に⾜を運んでもらうことが⽬的。

・イートインの⾷提供
・テイクアウトの加⼯品提供



ローカルフード

会場：菰野町体育センター

⽇時：令和4年１０⽉29⽇（⼟）・30⽇（⽇）
１０：００〜１５：００

対象：菰野町内に店舗、事業所がある事業者

内容：飲⾷物の提供

・⾷べ物であれば、加⼯品などもＯＫ。（クッキーや和菓⼦なども可能）
・普段営業している本業の商品であること。
（例：建設会社が、かき氷の屋台を出店する等はNGです）



ローカルフード

※営業許可は各店で取得ください

※問合せは各店でご対応ください

※集客は原則として各店で行ってください。
公式Webへの掲載、SNS告知補助、
こもガク祭開催告知のチラシ、タブロイドの配布はいたします。

※テントでの出店、キッチンカーでの出店ができます

※発電機等電源は各自でご持参ください

※ブースのサイズは後日ご連絡します



③こもガク⾷堂
ファーマーズマーケット

こもガク⾷堂



ファーマーズマーケット

⽣産者と消費者を直結び！
菰野町の農家の作物を、⽣産者⾃らが
店先で販売。作物の特徴や、農法の技術など
直接伝えながら販売できるマーケット。

こもガク祭で売ることが⽬的ではなく、
⽇常的な作物の販売につなげたり、
取引先のつながりをつくることが⽬的。

・穀物、野菜、果物などの販売
・加⼯品の販売



ファーマーズマーケット

会場：菰野町体育センター

⽇時：令和4年１０⽉29⽇（⼟）・30⽇（⽇）
１０：００〜１５：００

対象：菰野町内に事業所がある事業者

内容：農作物および加⼯品の販売



ファーマーズマーケット

※問合せは各事業所でご対応ください

※集客は原則として各店で⾏ってください。
公式Webへの掲載、SNS告知補助、
こもガク祭開催告知のチラシ、タブロイドの配布はいたします。

※テント、軽トラックでの出店ができます。

※発電機等電源は各自でご持参ください

※屋外予定ですが、出店者応募状況により、屋内も想定されます。

※ブースのサイズは後⽇ご連絡します



告知について



告知について

・開催告知のみ
・出店者情報はWebにて

■配布⽤チラシ

・9⽉より随時告知開始

■ SNS告知

■ポスター

■新聞折込みチラシ

※変更する場合もあります



告知について

・出店者情報の掲載

■当⽇タブロイドの配布

持ち帰って読み返す
ことでリアル店舗へ
の再訪も促すことが
できる。



告知について

■公式Web
店舗情報の掲載



告知について

■インスタライブor Youtube
当⽇の様⼦を配信予定



告知について

2022年は多くの出展者のみなさまに
拡散に協⼒いただいたおかげで
効果的な広報ができました。
バナーも共有します。

SNSでの拡散、チラシ配布の
ご協⼒よろしくお願い致します！



こもガク勉強会開催



こもガク勉強会 開催

こもガク塾/こもガク⾒学/こもガク⾷堂

通常営業の顧客にむけて、きちんと⾃分のお店の
良さを伝える⽅法を練るための体験型勉強会。

こもガク問答ワークショプ

令和5年6⽉29⽇（⽊）18:30〜



ご注意

コロナ等の情勢によって
変更する可能性があります。



こもガク参加事業者
募集開始



こもガク応募締切

【募集締切り】
令和5年6⽉12⽇（⽉）

②応募⽤紙を記⼊して、メールで送信

こもガク祭実⾏委員会事務局（菰野町商⼯会）

送信先：komono.syoko@gmail.com

応募⽤紙DL （こもガクHP） ： https://komogaku.jp

①応募フォームに記⼊して送信

③応募⽤紙をDLして事務局にご持参

こもガク塾 こもガク⾒学 こもガク⾷堂



こもガク応募締切

参加カテゴリーや塾開催で
迷っている⽅はご相談ください。

こもガクオープンチャット
去年と同じです



最後に

菰野町の未来のための⼀歩



最後に

塾で来場客に伝わる

来場客が知⼈に話す

知⼈が事業者に
問い合わせる この流れをもっと作りたい。



最後に

⽇常的に開催している塾を増やしたい

まず

その事業者のしていることを知る機会が増える
=興味をもっている⼈が増える

伝⾔ゲームのように繋がり、受注や採⽤につながる

元気な事業所が増えて、菰野町が元気になる。



⼀緒に菰野の未来をつくる仲間
募集します！


